
９ 生活環境衛生の状況 
 

（１）県民１人１日当たりのごみ（一般廃棄物）の排出量の推移 

     本県の県民１人１日当たりのごみの排出量は，令和４年度は911ｇであり，全国の880ｇよりも31ｇ多い。 

資料：環境省「一般廃棄物処理事業実態調査」 

     

 

（２）汚水処理人口普及率の推移 

本県の汚水処理人口普及率は，令和５年度末で85.7％まで向上しているが，全国との差が7.6ポイント 

ある。 

資料：農林水産省，環境省，国土交通省「汚水処理人口普及率調査」 

      （注）１ 平成23年度調査は，岩手県と福島県を除いた都道府県の集計データ 

                  ２  平成24･25･26･27年度調査は，東日本大震災の影響により調査不能な市町村があった 

                    福島県を除いた都道府県の集計データ 

                 ３  平成28・29・30・令和元・２年度調査は，東日本大震災の影響により調査不能な

          福島県の一部市町村を除いた都道府県の集計データ 
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（３）温室効果ガス排出量                  

  ① 本県の温室効果ガス排出量等 

令和４（2022）年度の本県の温室効果ガス総排出量は，1,208万9千トン（二酸化炭素換算。

以下同じ。）である。総排出量のうち，エネルギー起源二酸化炭素が74.2％と大部分を占め

ている。 

（単位：千トンCO₂ ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考：四捨五入の関係上，合計等が一致しないことがある。 
 
資料：環境林務部「2022(令和４)年度の本県の温室効果ガス排出量と森林吸収量について」 

 

  ② 本県の温室効果ガス排出量の推移 

令和４（2022）年度の本県の温室効果ガス総排出量は，平成25（2013）年度（基準年度）

と比較して，20.6％（313万4千トン）減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：環境林務部「2022(令和４)年度の本県の温室効果ガス排出量と森林吸収量について」 
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  ③ 本県のエネルギー起源二酸化炭素の排出量  

令和４（2022）年度のエネルギー起源二酸化炭素の排出量は，896万4千トンであり，部門

別排出割合をみると，運輸部門が41.9％と最も大きく，以下，業務その他部門が20.2％，産

業部門が17.7％，家庭部門が15.2％，エネルギー転換部門が5.0％となっている。 

（単位：千トンCO₂ ）        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  備考：四捨五入の関係上，合計等が一致しないことがある。 
 

資料：環境林務部「2022(令和４)年度の本県の温室効果ガス排出量と森林吸収量について」 

 

  ④ 温室効果ガス排出割合 

令和４（2022）年度の本県の温室効果ガス排出割合を全国と比較すると，メタン及び一酸

化二窒素の占める割合が大きい。メタンが家畜の消化管内発酵や排せつ物管理，水田など，

一酸化二窒素が家畜の排せつ物管理や農用地の土壌などからの発生に起因していることから，

農業県としての特徴を示しているものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：環境林務部「2022(令和４)年度の本県の温室効果ガス排出量と森林吸収量について」 

    全国 環境省「日本国温室効果ガスインベントリ報告書2024年」 
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